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版画作品「その先に何があるか」（リトグラフ、
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日頃の制作や研究活動を巡って

IWAMOTO, Ayaka

大学院造形研究科修士課程１年 美術・工芸領域
和歌山県和歌山市出身、2020年3月長岡造形大学卒業

協力：長岡造形大学　〒940-2088 新潟県長岡市千秋4丁目197番地

均衡をキーワードに
版画の制作と探求

長岡造形大学　tel：0258-21-3311　fax：0258-21-3312　https://www.nagaoka-id.ac.jp/　プロダクトデザイン学科／視覚デザイン学科／美術・工芸学科／建築・環境デザイン学科／大学院造形研究科

　修士課程に進み、「版画のメディアとして
の機能の研究」とテーマを掲げて研究を行っ
ています。版画のメディアとしての機能を考
えるにあたり、私は学部時代に引き続き、「均
衡」という言葉をもとに版画の制作を行って
います。
　均衡とは釣り合いが取れた状態のことを
指します。均衡はバランスが取れた状態であ
り、安定したものだと捉えられますが、私は
そこに「ほんの少しの力によって崩れるかも
しれないが、崩れないかもしれない」という
両義性を見ています。この状態の視覚的な
イメージとしては、釣り合いが取れた状態の
天秤や、コップになみなみと入った水の表面
張力などが挙げられます。

　私たちの身の回りにおいて
も、うまくいっているように見え
て実際はどこかに負荷のかかっ
たギリギリの状態であるといっ
たことは、決して珍しいものでは
ありません。しかし、まだ何も起
こっていない状態である以上ギ
リギリであることに気付くことは
難しいように思われます。私はま
だ何も起こっていない状況とし
て均衡を描くことで自身の置か
れた状況を省察し、立ち返る機会を作りたい
と考えると同時に、それを人に直接的に伝え
たいという思いから版画を手段として選択し
ています。
　版画は複製が可能な複数性を持つ媒体で
あり、紙であるため比較的容易に人の手元に
届けることができるという特性を持つメディ
アです。これらの版画の特性を活かしなが
ら、ただ額に入れて壁に飾るだけではない版
画のあり方と、版画であることで可能となる
“人との関わり方”を探求していきたいと考え
ています。

参加者：三浦佳子（T・ジョイ長岡）／akko・和田竜哉（ムーヴィーズゴー！ゴー！FMながおか木曜18:30）

Film 197
『レイニーデイ・イン・ニューヨーク』

セル＆レンタル12/2

■監督：ウディ・アレン
■出演：ティモシー・シャラメ／エル・ファニング
■解説：
女子大生のアシュレーは有名な映画監督にインタビューする
チャンスに恵まれ、ニューヨークへ行くことになる。彼氏のギ
ャツビーはＮＹ出身。地の利をいかして最高のデートをして
彼女を喜ばせようと計画するものの、思わぬ邪魔が入り予想
外の展開を見せる。

akko：この映画、ウディ・アレンの原点回帰と
言われた作品ですよね。
和田：初期の傑作「アニー・ホール」を彷彿と
させると評価されていました。
三浦：ウディ・アレン作品はまだ映画を見慣れ
ていない頃に観賞して、そのときはそれほど
印象に残らずに終わってしまって…。
akko：この映画はいかがでしたか。
三浦：これをベタなラブコメで演出されたら、
私きっと登場人物のことを全員嫌いになっ
ていたと思います。それなのに不思議とイヤ
な感じがしない。
akko：軽妙な演出のなせる妙ですね。
和田：アレン監督は、この主人公を自分の若
い頃として描いたそうですよ。

三浦：ええ？だいぶイケメンですが…。
akko、ツイードのジャケットとか、早口で皮
肉屋で理屈っぽい性格とかですかね。
和田：典型的なアレン作品のキャラクターで
すよね。おそらくニューヨーカーをステレオ
タイプに描いているんでしょう。
三浦：なるほど。この映画、出てくる人たちが
微妙に情けないですよね。業界のセレブみた
いな、社会的にはそれなりの人たちが、実は
一皮めくると結構いろいろあって。そこが面
白かったです。
和田：それもアレンらしいですよね。かっこい
い人たちをかっこよく描かないところとか。
akko：私はシャラメくんのお母さんの秘密
に驚きました。あの展開は予想外のひと言で

したね。
三浦：あれは、ストーリーに見事に味をつけて
いると感じました。
akko：それにしても本当にアレン監督はＮＹ
が好きですよね。あの街に対する愛情の深
さを感じました。
三浦：そうですね。今まで映画で観てきたＮＹ
とは雰囲気が違って見えました。
akko：もろもろの理由で最後の作品になる
かもと言われていますが、もっと観たい。
和田：80代で若いキャストを使ってこれです
よ。全然枯れていない。
三浦：とりあえず過去作品、いろいろ観賞し
てみます。
和田：傑作揃いですからね。ぜひ！

Ｔ・ジョイ長岡から今月の
オススメ映画をご紹介します！

累計発行部数2500万部の“異色”の脱獄
サスペンスコミックがついに実写映画化 

コメディ界のヒットメーカー福田雄一が贈
るいまだかつてない「三國志」


